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総 務 環 境 常 任 委 員 会 会 議 記 録 

 

日 時  令和４年５月２６日（木曜日）                  午前１０時 ０分 開議 

場 所  水戸市議会 第１・第２委員会室                 午前１０時 ９分 散会 

──────────────────────── 

付託事件 

 (1) 令和４年陳情第２号 

 (2) 所管事務調査 

──────────────────────── 

１ 本日の会議に付した事件 

 (1) 陳情審査 

  ① 令和４年陳情第２号 「水戸デマンド型乗合タクシー」の実現を求める陳情 

 (2) 報告事項 

   （第２回定例会提出予定案件） 

  ① 水戸市市税に関することについて                  （市民税課・資産税課） 

  ② 水戸市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除に関することについて   （資産税課） 
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秘 書 課 長 篠  原  芳  之  君 政策企画課長 宮  川  孝  光  君 

交通政策課長 川  上     悟  君 
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－2－ 

税務事務所 
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市民協働部 
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午前１０時 ０分 開議 

○高倉委員長 おはようございます。 

 定足数に達しておりますので，ただいまから総務環境委員会を開会いたします。 

 議事に先立ちまして，小田木市長公室長，川上市民協働部長が，忌引のため欠席との連絡がありましたの

で，御報告いたします。 

 それでは，これより議事に入ります。 

 初めに，陳情審査を行います。 

 当委員会に付託され継続審査となっております，令和４年陳情第２号 「水戸デマンド型乗合タクシー」

の実現を求める陳情を議題といたします。 

 それでは，本陳情について，御意見等ございましたら，発言を願います。 

 田中委員。 

○田中委員 令和４年２月に出され，前回も私申し上げましたが，本陳情に賛成したいと，採択を求めたい

と思っております。 

 県内のいろんな自治体を見ましても，ひたちなか市では１回１００円のスマイルあおぞらバスとか，城里

町でも１回３００円のデマンドふれあいタクシー，それから茨城町でも始まったということで，県内４４自

治体のうち水戸市以外が，全自治体のその区域を移動できる公共交通，何らかの公共交通施策をやっており

ます。水戸市では，国田をはじめとする周辺部で１,０００円タクシーをやっているわけですが，行き先で

すとか，全市域が対象ではないといった課題もありますので，私としては，ぜひ，交通弱者，高齢者中心に

増えておりますので，もちろん既存バス路線の継続，拡充も支援が必要なんですけれども，タクシー券の補

助ですとか，あるいはこの陳情にあるような乗り合いタクシーですとか，実施をしていただきたいという陳

情の趣旨については賛成したいと思いますので，採択を求めたいと思います。 

 以上で，意見を終わります。 

○高倉委員長 ほかにございますか。 

 大津委員。 

○大津委員 私のほうは，継続審査にしていただければと思います。と申しますのは，この趣旨は分かりま

すが，金額的な問題であったり，範囲的な問題であったり，様々，いろいろ検討する内容はあるのかなと

思っております。そういった内容を煮詰めながら，ひいては現在の状況等も踏まえながら，判断をしていく

べきだと思っておりますので，よろしくお願いをいたします。 

○高倉委員長 それでは，本陳情につきましては，引き続き，継続審査にいたしたいと思いますが，いかが

でしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○高倉委員長 御異議なしと認め，継続審査といたします。 

 なお，本陳情につきましては，当委員会から議長に対しまして閉会中継続審査の申出を行うことになりま

すので，御了承願います。 

 以上で，陳情審査を終わります。 
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 次に，報告事項の説明を行います。 

 本日の報告事項２件につきましては，いずれも第２回定例会に提出が予定されております案件でございま

すので，本日は説明を行うにとどめ，質疑は付託後に行いたいと思いますので，御了承を願います。 

 初めに，(1)の水戸市市税に関することについて，執行部から説明を願います。 

 佐々木参事兼市民税課長。 

○佐々木税務事務所参事兼市民税課長 それでは，水戸市市税に関することについて，財務部市民税課及び

資産税課提出の資料により御説明いたします。 

 １の改正理由でございますが，地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い，水戸市市税条例の一部を

改正するため，関係規定の整備を行うものです。 

 ２の主な改正内容でございますが，(1)の個人市民税に関する改正につきましては２点ございます。 

 １点目のアにつきましては，所得税の住宅ローン控除の見直しに伴い，その適用期限を令和７年末まで

４年間延長するものです。 

 ２点目のイにつきましては，所得税と個人市民税でそれぞれ異なる課税方式を選択できる上場株式等の配

当所得等につきまして，所得税で選択した課税方式と一致させることとなったため，規定を整備するもので

す。 

 (2)の固定資産税等に関する改正では，地域決定型地方税制特例措置，いわゆるわがまち特例に係る見直

しにより特例措置の新設及び変更があったため，規定を整備するものです。 

 アの新設された特例措置につきましては，貯留機能保全区域の指定を受けた土地に係る課税標準の特例措

置で，関係法に規定された貯留機能保全区域の指定を受けた土地が対象となり，課税標準に乗ずる割合を

３分の２と定め，３分の１を軽減するものでございます。適用条件といたしましては，令和４年４月から令

和７年３月末までに指定を受けた土地で，指定を受けた日以降の課税年度から３年度が特例措置の期間とな

ります。 

 イの特例措置の変更につきましては，公共下水道の使用者が下水道法に基づき設置する下水道除害施設に

係る課税標準の特例措置につきまして，令和４年４月以後に供用が開始された公共下水道の排水区域内の工

場等におきまして，当該供用が開始された日前から事業を行う者が当該工場等に設置する除害施設を対象と

いたしまして，これまでの３分の１の軽減から１０分の３の軽減とするものでございます。 

 ３の施行期日は，公布の日となります。 

 ただし，以下につきましては，それぞれで定める日といたします。 

 (1)個人市民税の住宅ローン控除の見直しに係る改正規定につきましては，令和５年１月１日，(2)個人市

民税の上場株式等の配当所得等における課税方式の見直しに係る改正規定につきましては，令和６年１月

１日とするものです。 

 資料の３ページ以降に新旧対照表及び関係法令の参照条文を記載しておりますので，御参照願います。 

 説明は以上でございます。 

○高倉委員長 次に，(2)の水戸市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除に関することについて，

執行部から説明を願います。 
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 浅野資産税課長。 

○浅野資産税課長 水戸市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除に関することについて，お手元

の財務部資産税課提出の資料により御説明させていただきます。 

 １の改正理由につきましては，地域再生法第１７条の６の地方公共団体等を定める省令の改正に伴い，水

戸市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正し，関係規定の整備を行う

ものでございます。 

 ２の改正内容といたしましては，地方における企業拠点の強化を促進するため，本社機能の移転等をした

場合に固定資産税を免除する特例措置の対象要件となる地方活力向上地域等特定業務施設整備計画について，

当該企業が認定を受ける期限を２年間延長して令和６年３月３１日までとするとともに，認定から事業の用

に供するまでの期限を２年から３年に延長するものでございます。 

 ３の施行期日につきましては，公布の日でございます。 

 資料の３ページ以降に新旧対照表及び関係法令の参照条文を記載しておりますので，御参照願います。 

 説明は以上でございます。 

○高倉委員長 以上で，第２回定例会提出予定案件についての説明は終了しました。 

 この際，委員より資料請求がございましたら，発言を願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○高倉委員長 なければ，この件について終わります。 

 次に，当委員会の行政視察についてであります。 

 今年度につきましては，今後の状況を見ながら他市への行政視察を実施してまいりたいと思いますが，い

かがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○高倉委員長 御異議なしと認め，そのようにさせていただきます。 

 今後，日程を調整の上，視察都市の選定をしてまいります。 

 なお，視察都市及び視察事項等につきましては，正副委員長に御一任願いたいと思いますが，いかがで

しょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○高倉委員長 御異議なしと認め，そのようにさせていただきます。 

 それでは，以上をもちまして，本日の総務環境委員会を散会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午前１０時 ９分 散会 

 

 


